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地域づくり活動 NPO 事業助成（先導的・先駆的）事業 実績報告 
 

団体名 特定非営利活動法人 きょうどうのわ 代表者名 栁瀨 啓子 

事業名 六甲アイランド・遊びから始める共生の居場所づくり 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活 動 内 容 

平成 29 年 

8 月 18 日 

連絡調整会議を開催。 

事業内容を説明し、イベント名を「ＲＩＣファミリーあそびのひろ

ば」と決定。開催日・場所、おおまかなプログラム内容、参加条件

などを検討。 

欠席団体とは後日個別に打ち合わせた。 

平成 29年 9 月 前半のプログラム詳細を各団体と調整、チラシなどによる広報活動

展開。 

平成 29 年 

10 月 1 日(日) 

 

第 1 回「親子で楽しいクリニカルアート～糸と色で遊ぼう～」 

担当：NPO 法人 アートゆるり 

内容：親と子を分け糸や砂・クレヨンなどを使い作品を作り全員

で鑑賞 

会場：RIC ふれあい会館 

参加人数：親子 26名 

 相談員：ＫＯＢＥ子育てネット ろっこう医療生協 

平成 29 年 

10 月 22 日(日) 

 

第 2 回「親子ふれあいあそび＆ハロウィンごっこ」 

担当：ＮＰＯ法人子育て支援ネットワークあい 

会場：RIC ふれあい会館 

 相談員：あかしあクラブ 一般社団法人フォレスト 

【台風による警報のため会場が休館となり中止、参加予定者全員に

連絡】 

平成 29 年 

11 月 26 日(日) 

 

 

第 3 回「親子ふれあいあそび＆お店屋さんごっこ」 

担当：NPO 法人 子育て支援ネットワークあい 

会場：RIC ふれあい会館 

内容：歌や親子体操で遊んだあと、うどん屋鯛焼き屋などで買い

物遊び 

参加人数：親子 48名 

 相談員：NPO 法人子育て支援ネットワークあい 一般社団法人フォ

レスト 

平成 29 年 

12 月 7 日 

調整会議を開催し、前半の振り返りと後半のプログラム、おもに交

流の進め方と最終回のまとめ方を検討した。 

平成 29 年 

12 月 17 日(日) 

 

 

第 4 回「スヌーズレンで遊ぼう＆パフェ作りで Xmas 会」(バスで送

迎) 

担当：協同の苑もとやま園職員ほか 

会場：協同の苑もとやま園スヌーズレンルーム、多目的ホール 

内容：スヌーズレン体験のあと、パフェを作って食べ交流タイム 

参加人数：親子 55名 

 相談員：NPO 法人ケアット あかしあクラブ ＫＯＢＥ子育てネ
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ット 

平成 30年 1 月 「きょうどうのわ通信 1月号」で「RIC ファミリーあそびのひろば」

を特集し中間報告とする。参加者、地縁団体、当法人のネットワー

ク団体、ボランティア、行政、社協などに配布。 

平成 30 年 

1 月 21 日(日) 

 

 

第 5 回「親子で和はは体操～リッくんと遊ぼう」 

担当：ろっこう医療生協 

会場：健康増進センターRIC アメリオ 

内容：親子で組んだりペアを変えたりの笑いヨガ、ゆるキャラも

一緒に 

参加人数：親子 28名 

 相談員：あかしあｸﾗﾌﾞ 一般社団法人 WiTHs NPO 法人ﾁｬﾚﾝｼﾞひが

しなだ 

平成 30 年 

2 月 25 日（日） 

第 6回「大きな大きなお絵かき大会＆交流会」 

担当：ＫＯＢＥ子育てネット 

会場：RIC ふれあい会館 

内容：「大好き六甲アイランド」をテーマにお絵かき。交流会。 

参加人数：親子 28名 

 相談員：ＫＯＢＥ子育てネット 一般社団法人フォレスト 

     絵画サークルＭａｒ NPO 法人子育て支援ネットワーク

あい  

平成 30年 3 月 

（3/15～3/31） 

2 月 25 日に制作した作品が、まちかどネット主催まちびらき 30 周

年記念特別展（ファッション美術館）で展示される。 

 

＜効果と成果＞ 

●六甲アイランドの地域課題をリアルタイムで反映できた活動だったと確信している。参加親

子に自己紹介にしてもらうと、全員が居住歴10年未満で1～3年の人が多く「六甲アイランドの

ことをよく知らない」「限られた交友関係」のようであった。「家族全員であそびのプログラ

ムに参加しよう」という積極的な人たちでさえこう感じているので、多子化が顕著なこの地域

では、悩みや孤立を抱えた子育て世代が多数潜在していると推測できる。 

子育て世代の身近な出場所・相談先として「きょうどうのわ」が周知・定着し、当法人の得意

とする「地縁団体や専門職団体との橋渡し」ができれば、多様な人を巻き込んだ「共生の居場

所づくり」が実現する可能性がある。しかし今年度は緒に就いたばかり、取り組みの継続が必

要である。本事業は行政が目指す「共生社会の実現」の方向性に則した事業であると思ってい

る。 
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＜収支決算書＞ 
 
 （収入）

金額（円）

500,000

98,639

協賛金・寄附金 16,000

614,639

（支出）

区分 項　　　目 金額（円）
左のうち助成対象

金額（円）

謝金 180,000 180,000

旅費 18,960 18,960

事務局人件費 198,000 198,000

その他（印刷費・のぼり旗作成費等） 215,627 101,280

小　　計 612,587 498,240

2,052 2,000

614,639 500,240合　　計

項　　　　　目

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金

合　　計

間接経費（一般管理費）

直

接

経

費


